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サポート
次のHPソフトウェアサポートのWebサイトを参照してください。https://softwaresupport.hp.com
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約が必要です。HP Passport ID を登録するには、https://softwaresupport.hp.comにアクセスして[Register] をクリックしてください。

アクセスレベルの詳細については、次のWebサイトをご覧ください。https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels
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HP Software Solutions & Integrations and Best Practices
HP Software Solutions Now (https://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp) を参照してください。このサイトでは、HPソフトウェアのカタログに記載された製品の説明

を確認したり、情報を交換したり、ビジネスニーズを解決することができます。

Cross Portfolio Best Practices Library (https://hpln.hp.com/group/best-practices-hpsw) からは、さまざまなベスト プラクティス文書や資料にアクセスすることができます。
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第1章 :はじめに
HP OMi Management Pack for Hadoop (OMi MP for Hadoop)はHP Operations Manager i (OMi)ととも
に動作し、Hadoop環境および基盤インフラストラクチャの監視を可能にします。OMi MP for Hadoopに
は、Hadoopの状況およびステータスを監視するための次のコンポーネントが含まれています。

注 : コンポーネントの詳細は、OMi MP for HadoopのオンラインヘルプまたはオンラインヘルプのPDF
版を参照してください。

l Hadoop管理テンプレート

l Hadoopアスペクトおよびポリシーテンプレート

l パラメータ

l ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー

l 状況インジケータ (HI)

l イベント タイプインジケータ (ETI)

l Hadoop用ダッシュボード

l ツール

l グラフ

このマニュアルで使われている略語

名称 説明

BSM Business ServiceManagement

OMi HP Operations Manager i

RTSM ランタイムサービスモデル

MPDVD OMi Management Pack for Hadoop DVD

BSMDPS BSMデータ処理サーバ

BSMGWS BSMゲートウェイサーバ

OMi MP HP OMi Management Pack

OMi MP for Hadoop HP OMi Management Pack for Hadoop

インストールガイド
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関連ドキュメント
BSMおよびMonitoring Automationについての詳細は、BSMマニュアルを参照してください。

OMiについての詳細は、次のドキュメントを参照してください。

OMi MP for Hadoopの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

l リリースノート

l オンラインヘルプのPDF版

ライセンス
OMi MPのライセンスは、25ライセンスがパッケージで提供されます。アプリケーションのタイプに関わらず、

OSインスタンスごとに 1ライセンスを使用します。たとえば、ライセンスパックには、OMi MP for Microsoft
SQL Serverのライセンス5個、OMi MP for Oracle Databaseのライセンス10個を、サポートされているそ

の他のアプリケーションと組み合わせて含めることができます。

Entitlement Order Number (EON)のライセンスを取得するには、www.hp.com/software/licensingにアク

セスし、HP Passportの資格情報でログインします。

ライセンスの適用の詳細は、「ライセンスの適用」を参照してください。

インストールガイド
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第2章 : OMi MP for Hadoopのインストールまたはアップ

グレード
この項では、BSMサーバ (Linux andWindows)およびOMiサーバ (Linux andWindows)でのOMi MP for
Hadoopのインストールについて説明します。

インストールメディア
この項では、OMi MP for Hadoopのインストールメディアについて説明します。OMi MP for Hadoopは
OMi MP for Hadoop DVD (MPDVD)および電子メディアに収録されています。MPDVDおよび電子メディ

アは、英語および英語以外のロケール環境に対応しています。ロケール要件に基づき、適切なインス

トールメディアを使用できます。MPDVDおよび電子メディアは、英語ロケール環境に対応しています。

OMi MP for Hadoop DVDおよび電子メディアには、ソフトウェアおよび製品マニュアルが収録されていま

す。分散環境では、すべてのBSMデータ処理サーバ (BSM DPS)とゲートウェイサーバ (BSMGWS)に
インストールする必要があります。

次の表に、MPDVD と電子メディアに収録されているドキュメントの情報を記します。

ドキュメント 場所 目的

オンラインヘルプ BSMコンソールの [ヘルプ]メニューで利用できま

す。

BSMコンソールから、[ヘルプ] > [BSM ヘルプ] >
[Application Administration] > [Operations
Management] > [OMi Management Pack for
Hadoop]に移動します。

OMiコンソールの メニューから使用可能。

OMiコンソールから、 >[全般的なヘルプ] > [管
理ガイド ] > [管理パック] > [OMi Management
Pack for Hadoop]に移動します。

次の情報を提供しま

す。

l Hadoop管理テンプ

レートの使用

l Hadoopアスペクトお

よびポリシーテンプ

レートの使用

l インジケータ (HI、
ETI)の使用

インストールガイド <MPDVD>\DOCUMENTATION\en

オンラインヘルプの

PDF版

<MPDVD>\DOCUMENTATION\en

インストールガイド
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ドキュメント 場所 目的

リリースノート <MPDVD>\DOCUMENTATION\en 次の情報を提供しま

す。

l 主要な機能

l インストールについて

インストールの前提条件
以下の項では、BSM (LinuxおよびWindows)サーバおよびOMi (LinuxおよびWindows)サーバでのOMi
MP for Hadoopのインストールに関するハードウェアおよびソフトウェアの前提条件を一覧表示します。ま

た、Hadoopの監視を行うための前提条件についても説明します。

ハードウェア要件

特定のハードウェア要件については、『BSMインストールガイド』を参照してください。

ソフトウェア要件
OMi MP for HadoopをBSMサーバ (Windowsまたは Linux)にインストールするためのソフトウェア要件の

詳細は、「BSMサーバでのソフトウェア要件」を参照してください。

OMi MP for HadoopをOMiサーバ (Windowsまたは Linux)にインストールするためのソフトウェア要件の

詳細は、「OMiサーバでのソフトウェア要件」を参照してください。

BSMサーバでのソフトウェア要件

OMi MP for Hadoopをインストールする前に、BSMサーバへ以下のコンポーネントをインストールし、構成

する必要があります。

BSM サーバ

コンポーネント バージョン

BSM 9.23以降 *

HP Operations Manager i 9.23以降 *

HP Monitoring Automation 9.23以降 *

HP RTSM 9.05 CP 11

OMi MP for Infrastructure 1.10

*サポートされている最新バージョンについては、サポート マトリックスを参照してください。
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注 :大規模環境では、BSM 9.24の使用をお勧めします。

管理対象ノード

コンポーネント バージョン

Operations Agent 11.13以降 *

Java 1.6以降

*サポートされている最新バージョンについては、サポート マトリックスを参照してください。

注 : 64ビットのHP Operations Agentでは 64ビットのJREを、32ビットのHP Operations Agentでは

32ビットのJREを使用する必要があります。

OMiサーバでのソフトウェア要件

OMi MP for Hadoopをインストールする前に、OMiサーバへ以下のコンポーネントをインストールし、構成

する必要があります。

BSM サーバ

コンポーネント バージョン

HP Operations Manager i 9.23以降 *

HP RTSM 9.05 CP 11

OMi MP for Infrastructure 1.10

*サポートされている最新バージョンについては、サポート マトリックスを参照してください。

注 :大規模環境では、BSM 9.24の使用をお勧めします。

管理対象ノード

コンポーネント バージョン

Operations Agent 11.13以降 *

Java 1.6以降

*サポートされている最新バージョンについては、サポート マトリックスを参照してください。

注 : 64ビットのHP Operations Agentでは 64ビットのJREを、32ビットのHP Operations Agentでは

32ビットのJREを使用する必要があります。
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監視の前提条件
OMi MP for Hadoopを使用して Hadoopクラスターを監視するには、次の前提条件を満たす必要があり

ます。

l 環境は、JMXが有効であること。JMXポートを有効にし、Hadoopサービスを開始する必要がありま

す。JMXポートを有効にするには、hadoop-env.shファイルの編集が必要です。このファイルは

Hadoop構成ディレクトリにあります。次に、Hadoop環境設定の例を示します。

注 : Hadoop環境設定の例

export HADOOP_CONF_DIR=/software/hadoop-1.0.3/conf

export HADOOP_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote.authenticate=false -
Dcom.sun.management.jmxremote.ssl=false -
Dcom.sun.management.jmxremote.password.file=$HADOOP_CONF_
DIR/jmxremote.password"

# Command specific options appended to HADOOP_OPTS when specified

export HADOOP_NAMENODE_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=8004"

export HADOOP_SECONDARYNAMENODE_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=8005"

export HADOOP_DATANODE_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=8006"

export HADOOP_BALANCER_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=8007"

export HADOOP_JOBTRACKER_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote -
Dcom.sun.management.jmxremote.port=8008"

export HADOOP_TASKTRACKER_OPTS="-Dcom.sun.management.jmxremote.port=8009"

# Command specific options appended to HADOOP_OPTS when specified

export HADOOP_NAMENODE_OPTS="-Dhadoop.security.logger=INFO,DRFAS -
Dhdfs.audit.logger=INFO,DRFAAUDIT $HADOOP_NAMENODE_OPTS"

export HADOOP_SECONDARYNAMENODE_OPTS="-Dhadoop.security.logger=INFO,DRFAS-
Dhdfs.audit.logger=INFO,DRFAAUDIT $HADOOP_SECONDARYNAMENODE_OPTS"

HADOOP_DATANODE_OPTS="-Dhadoop.security.logger=ERROR,DRFAS $HADOOP_DATANODE_
OPTS"
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HADOOP_JOBTRACKER_OPTS="-Dhadoop.security.logger=INFO,DRFAS -
Dmapred.audit.logger=INFO,MRAUDIT -
Dhadoop.mapreduce.jobsummary.logger=INFO,JSA $HADOOP_JOBTRACKER_OPTS"

HADOOP_TASKTRACKER_OPTS="-Dhadoop.security.logger=ERROR,console -
Dmapred.audit.logger=ERROR,console $HADOOP_TASKTRACKER_OPTS"s

l NameNodeが動作している管理対象ノードのHadoop設定ディレクトリに、スレーブおよび yarn-
site.xmlファイルのコピーが存在する必要があります。これは、RTSMで Hadoop トポロジを更新する

ために必要です。

l 標準パス (例 : usr/lib/hadoop)にHadoopがない場合、パスを (hadoop ホーム)/binに設定する

必要があります。

インストール時のチェックリスト
OMi MP for VerticaをBSMサーバにインストールする場合は、「BSMサーバ用チェックリスト」を参照してく

ださい。

OMi MP for VerticaをOMiサーバにインストールする場合は、「OMiサーバ用チェックリスト」を参照してく

ださい。

BSMサーバ用チェックリスト

OMi MP for Hadoopのインストールでは、次の表にまとめた手順を指定の順序で事前に実行します。

タスク 参照先

BSMのインストールで必要な前提条件のチェッ

ク

『BSMインストールガイド』の「一般的な前提条

件」を参照してください。

BSMバージョン 9.20およびBSM 9.23以上の

Service Packのインストール

『BSMインストールガイド』の「BSM 9.20のインス

トール」と「最新のBSM 9.2xマイナーマイナーリ

リースとパッチのインストール」を参照してください。

Monitoring Automationバージョン 9.23以降のイ

ンストール

『Monitoring Automation for HP Operations
Manager iインストールガイド』の「インストールの前

提条件」と「BSMサーバーでのMonitoring
Automationのインストールと構成」の章を参照して

ください。

Monitoring Automationのインストールの確認 『Monitoring Automation for HP Operations
Manager iインストールガイド』の「Monitoring
Automationのインストールの確認と操作」の章を

参照してください。
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タスク 参照先

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00のク

リーンアップ

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00がすでに

インストールされている場合は、『OMi
Management Pack for Infrastructureインストール

ガイド』の「OMi MP for Infrastructureバージョン

1.00の削除」を参照してください。

Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェ

ア更新のインストール

「Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア

更新のインストール」の項を参照してください。

OMi MP for Infrastructure 1.10のインストール 『OMi Management Pack for Infrastructureインス

トールガイド』の「OMi MP for Infrastructure 1.10の
インストール」を参照してください。

OMi MP for Hadoop 1.10のインストール

または

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10へ
のアップグレード

「BSMまたはOMiでのOMi MP for Hadoopバー

ジョン 1.10のインストール」の項を参照してくださ

い。

または

「OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10への

アップグレード 」の項を参照してください。

ライセンスの適用 「ライセンスの適用」の項を参照してください。

管理対象ノード

タスク 参照先

HP Operations Agent 11.13のインストール 『HP Operations Agentお
よびHP Operations
Smart Plug-ins for
Infrastructureインストール

ガイド』の「Installing the
HP Operations agent
11.13 (HP Operations
Agent 11.13のインストー

ル)」を参照してください。

OMiサーバ用チェックリスト

OMi MP for Hadoopのインストールでは、次の表にまとめた手順を指定の順序で事前に実行します。
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タスク 参照先

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00のク

リーンアップ

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00がすでに

インストールされている場合は、『OMi
Management Pack for Infrastructureインストール

ガイド』の「OMi MP for Infrastructureバージョン

1.00の削除」を参照してください。

OMi MP for Infrastructure 1.10のインストール 『OMi Management Pack for Infrastructureインス

トールガイド』の「OMi MP for Infrastructure 1.10の
インストール」を参照してください。

OMi MP for Hadoop 1.10のインストール

または

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10へ
のアップグレード

「BSMまたはOMiでのOMi MP for Hadoopバー

ジョン 1.10のインストール」の項を参照してくださ

い。

または

「OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10への

アップグレード 」の項を参照してください。

ライセンスの適用 「ライセンスの適用」の項を参照してください。

管理対象ノード

タスク 参照先

HP Operations Agent 11.13のインストール 『HP Operations Agentお
よびHP Operations
Smart Plug-ins for
Infrastructureインストール

ガイド』の「Installing the
HP Operations agent
11.13 (HP Operations
Agent 11.13のインストー

ル)」を参照してください。

Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更新の

インストール

注 : BSM 9.23に限り、Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更新をインストールする必

要があります。

OMi MP for Hadoopをインストールする前に、Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更新をイ

ンストールする必要があります。Monitoring Automation 9.24以降のバージョンを使用している場合、この
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追加のソフトウェア更新のインストールは不要です。Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更

新はMPDVDに収録されています。

分散 BSM環境での追加のソフトウェア更新のインストール

この項では、分散 BSM環境でのソフトウェア更新のインストールの詳細について説明します。分散

BSM環境では、BSMDPS とBSMGWSを異なるシステムで使用できます。追加のソフトウェア更新

は、BSMDPS とBSMGWSの両方にインストールする必要があります。

分散 BSM環境ではない場合、次の項をスキップして「一般的な BSM環境での追加のソフトウェア更

新のインストール」を参照してください。

BSM DPSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散 BSM環境で動作しているBSMDPSで追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手

順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-content-server.warファイルのバージョンをチェック

します。

Linuxの場合 :

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-content-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。

cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-content-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMDPSで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat
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3. 次のフォルダにある既存のopr-config-content-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-content-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-content-server.warを次のフォル

ダにコピーします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しい warファイルをデプロイします。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi -noGW

Windowsの場合 :

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi -noGW

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

BSM GWSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散 BSM環境で動作しているBSMGWSで追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手

順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-server.warファイルのバージョンをチェックします。

Linuxの場合 :
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cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。

cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMGWSで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダにある既存のopr-config-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-server.warを次のフォルダにコピー

します。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。
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Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

Windowsの場合 :

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

一般的な BSM環境での追加のソフトウェア更新のインストール

一般的な BSM環境では、BSMDPS とBSMGWSを同じシステムで使用できます。一般的な BSM
環境で追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-server.warのバージョンをチェックします。

Linuxの場合 :

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。

cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMサーバで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop
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Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダにある既存のopr-config-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-server.warを次のフォルダにコピー

します。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

Windowsの場合 :

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat
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BSMまたはOMiでのOMi MP for Hadoopバージョン 1.10の
インストール
OMi MP for HadoopをBSMサーバ (LinuxまたはWindows)またはOMiサーバ (LinuxまたはWindows)
にインストールするには、MPDVDを使用します。この項では、OMi MP for HadoopをBSMサーバまたは

OMiサーバにインストールする手順について説明します。OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10に
アップグレードする場合は、次の項をスキップできます。

注 : BSM 分散環境では、OMi MP for HadoopがすべてのBSMサーバ (BSM DPSおよびBSM
GWS)にインストールされている必要があります。インストールを進める前に、Monitoring Automation
が実行中であることを確認する必要があります。ステータスを確認するには、BSMコンソールにログオ

ンし、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [サーバデプロイメント ]に移動して、Monitoring Automationが
有効かどうかを確認します。

Linux BSMまたはOMiサーバの場合

OMi MP for Hadoopを Linux BSM/OMiサーバにインストールするには、以下の手順を実行します。

1. rootユーザとしてログオンします。

2. コマンド umask 022を入力して、umaskを設定します。

3. コマンド mkdir /<mount_point>を入力して、DVDまたは電子メディアをマウントするディレクトリを

作成します。

例 : mkdir /dvdrom

4. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピーし、次のコマン

ドを使用してマウントします。

DVDの場合 : mount /dev/<dvdrom_drive_name> /<mount_point>

電子メディアの場合 : mount -o loop <e-media> /<mount_point>

5. ディレクトリを /<mount_point>に変更します。

6. 次のコマンドを実行します。

./mpinstall.sh -i [-h|help]

次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD
MP ロケールがBSM ロケール

と同じ場合

MP ロケールがBSM ロケールと異なる場

合

英語のDVD ./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i
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DVD
MP ロケールがBSM ロケール

と同じ場合

MP ロケールがBSM ロケールと異なる場

合

英語以外の

DVD
./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i -locale

<mplocale>

例 : BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for Hadoopを
インストールするには、次のコマンドを指定します。

./mpinstall.sh -i -locale zh_CN

注 :次のコマンド オプションを使用できます。

mpinstall.sh -i [-locale <MP ロケール>] [-h|help]

-i : Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help:ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

n zh_CN:簡体中国語ロケール

n ja:日本語ロケール

7. エンドユーザ使用許諾契約書 (EULA)に同意する場合は、Yesまたは Y と入力します。使用許

諾契約書に同意しない場合は、NoまたはN と入力します。

注 :使用許諾契約書 (EULA)に同意しない場合、OMi MP for Hadoopはインストールされま

せん。

インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for Hadoopのインストールが終了したことを

示すメッセージが表示されます。

Windows BSMまたはOMiサーバの場合

OMi MP for HadoopをWindows BSMまたはOMiサーバにインストールするには、以下の手順を実行し

ます。x

1. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピーし、展開しま

す。

2. コマンド プロンプトを開き、<DVD- ROM>または電子メディアのディレクトリに移動して、次のコマンド
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を実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <mplocale>] [-h|-help]

次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD MP ロケールがBSM ロケールと同じ場合

MP ロケールがBSM ロケールと

異なる場合

英語のDVD cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo
mpinstall.vbs -i

英語以外の

DVD
cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo

mpinstall.vbs -i -locale
<MP のロケール>

例 : BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for Hadoopを
インストールするには、次のコマンドを実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i -locale zh_CN

注 :次のコマンド オプションを使用できます。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <MP ロケール>] [-h|help]

-i: Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help:ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

n zh_CN:簡体中国語ロケール

n ja:日本語ロケール

3. エンドユーザ使用許諾契約書 (EULA)に同意する場合は、Yesまたは Y と入力します。使用許

諾契約書に同意しない場合は、NoまたはN と入力します。

インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for Hadoopのインストールが終了したことを

示すメッセージが表示されます。
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OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から1.10へのアップグ

レード
ここでは、OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10へのアップグレードについて詳しく説明します。

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00がない場合、この項をスキップしてOMi MP for Hadoopバージョン

1.10をインストールできます。詳細については、「BSMまたはOMiでのOMi MP for Hadoopバージョン

1.10のインストール」の項を参照してください。

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10にアップグレードする前に、インストールおよび監視の前提

条件が満たされている事を確認する必要があります。詳細については、「インストールの前提条件」を参

照してください。

アップグレードに関するガイドライン

次の一覧に、アップグレードに関するガイドラインを示します。

l 既にOMi MP for Hadoopバージョン 1.00を使用して管理しているノードは、アップグレード後もそれま

でと同じように動作します。

l OMi MP for Hadoopバージョン 1.00のコンポーネントは BSMサーバでも引き続き使用できます。

l BSMサーバのデータのバックアップは不要ですが、管理対象ノードのデータはバックアップする必要があ

ります。

l 要件によっては、管理対象ノードをOMi MP for Hadoopバージョン 1.10にアップグレードできます。

前提条件

注 :次の項目で、管理対象ノードとはアップグレードする必要のあるHadoop管理対象ノードを指

します。

OMi MP for Hadoopバージョン 1.10にアップグレードする前に、次の前提条件を満たす必要があります。

l BSMがサーバで正常に動作している

l OMi MP for Hadoopバージョン 1.00がインストールされている

l OMi MP for Hadoop 1.0がデプロイされ、CODAが管理対象ノードで動作している

OMi MP for Hadoopバージョン 1.10へのアップグレード

BSMサーバと管理対象ノードでアップグレード手順を実行する必要があります。
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タスク1: OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から1.10へのアップグ

レード

OMi MP for Hadoopバージョン 1.10をBSMサーバにインストールできます。詳細については、「BSMまた

はOMiでのOMi MP for Hadoopバージョン 1.10のインストール」の項を参照してください。

タスク2:管理対象ノードのCODAデータベースのバックアップ

後で使用できるようにCODAデータベースのデータを保持するには、SHR Content Pack for Hadoopを
使用して CODAデータベースのデータを収集します。SHR Content Pack for Hadoopはデータを長期に

わたって保持できるように設計されています。詳細については、SHR Content Pack for Hadoopのマニュ

アルを参照してください。https://hpln.hp.com/group/hadoop-content-service-health-reporterから『SHR
Content Pack for Hadoop User Guide』をダウンロードできます。

タスク3:すべての管理対象ノードの監視の停止

管理対象ノードの監視を停止するには、次の手順を実行します。

1. BSMコンソールで [アプリケーション] > [オペレーション管理 ]をクリックします。 [Event Perspective]ウィ

ンドウが表示されます。

2. [View Explorer]ペインで、ドロップダウンリストから [Hadoop トポロジ]ビューを選択します。ビューに

関連付けられたCIが表示されます。

3. HadoopクラスタCIを展開し、管理対象ノード CIを選択します。

4. Hadoop管理対象ノード CIを右クリックし、[ツールを起動 ]を選択します。

5. [Hadoop モニタの停止 ]ツールを選択します。 [プレビューツール実行 ]ウィンドウが表示されます。

6. [プレビューツール実行 ]タブで、[ツールの実行 ]をクリックします。

注 : [Hadoopモニタの停止 ]ツールを各ノード CIで実行する必要があります。

タスク4: OMi MP for Hadoopバージョン 1.00で作成されたCODA
データソースの削除

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00で作成されたCODAデータソースを削除するには、次の手順を実

行します。

1. BSMコンソールで [アプリケーション] > [オペレーション管理 ]をクリックします。 [Event Perspective]ウィ

ンドウが表示されます。
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2. [View Explorer]ペインで、ドロップダウンリストから [Hadoop トポロジ]ビューを選択します。ビューに

関連付けられたCIが表示されます。

3. HadoopクラスタCIを展開し、管理対象ノード CIを選択します。

4. Hadoop管理対象ノード CIを右クリックし、[ツールを起動 ]を選択します。

5. [Hadoop 監視のデータソースを削除します]ツールを選択します。 [プレビューツール実行 ]ウィンドウ

が表示されます。

6. [プレビューツール実行 ]タブで、[ツールの実行 ]をクリックします。

注 : [Hadoop監視のデータソースを削除します]を各ノード CIで実行する必要があります。

タスク5: Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトのアン

デプロイ

1. BSMコンソールで [管理 ] > [オペレーション管理 ]> [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックし

ます。

2. Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトを選択し、 をクリックします。

タスク6: OMi MP for Hadoopバージョン 1.10からすべてのノードへの

Hadoop検出アスペクトの再デプロイ

Hadoop検出アスペクトのデプロイの詳細は、「タスク 2: Hadoop検出アスペクトのデプロイ 」を参照してく

ださい。

タスク7: [割り当ておよび調整 ]を使った、選択した割り当ての再

デプロイ

1. BSMコンソールで [管理 ] > [オペレーション管理 ]> [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックし

ます。

2. [ビューの参照 ]タブで、ドロップダウンリストからHadoop トポロジビューを選択します。

3. HadoopクラスタCIを展開し、管理対象ノード CIを選択します。 [割り当て]ペインに、割り当てら

れた項目のリストが表示されます。

4. [割り当て]ペインで [Hadoop ディスカバリ]を選択し、 [選択した割り当てを再デプロイ]をクリック

します。
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タスク8: Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトのデプ

ロイ

管理テンプレートのデプロイの詳細は、「タスク 4a:基本 Hadoop管理テンプレートのデプロイ」を参照して

ください。

Hadoopアスペクトのデプロイの詳細は、「タスク 4b: Hadoopアスペクトのデプロイ」を参照してください。

タスク9:選択した割り当ての再デプロイ

1. BSMコンソールで [管理 ] > [オペレーション管理 ]> [モニタリング] > [割り当ておよび調整 ]をクリックし

ます。

2. [ビューの参照 ]タブで、ドロップダウンリストからHadoop トポロジビューを選択します。

3. HadoopクラスタCIを展開し、管理対象ノード CIを選択します。割り当てペインに、割り当てられ

た項目のリストが表示されます。

4. [割り当て]ペインで Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトを選択し、 [選択した割り

当てを再デプロイ]をクリックします。Hadoop

注 : HadoopMP 1.1にアップグレードした後、BigData管理構成フォルダーの下にHadoop構成フォ

ルダーが期待どおりに作成されません。必要に応じて、Hadoop構成フォルダーをBigData管理構

成フォルダーの下にドラッグアンド ドロップできます。構成フォルダの場所はOMi MP for Hadoopの実

行時の機能に影響しません。

ライセンスの適用
この項では、ライセンスの更新とアクティブ化について説明します。

注 : ライセンスの取得の詳細は、「ライセンス」を参照してください。

新しいライセンスでデプロイメントを更新し、ライセンスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

1. [ライセンス管理 ]に移動します。

BSMで [管理 ] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守 ] > [ライセンス管理 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [ライセンス管理 ]をクリックします。

ライセンス管理では、名前、ライセンスのタイプ、期限切れまでの残り日数、有効期限、ライセンス

数などの情報が表示されます。

2. をクリックして [ライセンスの追加 ]ダイアログボックスを開き、使用する .datファイルを検索します。
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注 : .datファイルはwww.hp.com/software/licensingからダウンロードできます。

注 : インストール後のライセンスアクティブ化には遅延があります。ライセンスが自動的にアクティ

ブ化されない場合、ステップ 3を実行する必要があります。

3. (オプション)ライセンスをアクティブ化するには、 [ライセンス管理 ]ウィンドウの下にある [サーバデプロイ

メント ]リンクをクリックします。

OMi MP for Hadoopのインストールまたはアップグレードの確

認
この項では、LinuxおよびWindows BSMサーバでのOMi MP for Hadoopのインストールの確認について

説明します。

OMi MP for Hadoopのインストールは、次の手順で確認できます。

l 以下の場所で BSMGWS、BSMDPS、およびBSMの一般サーバのログファイルのエラーをチェックし

ます。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/log/mpinstall.log

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\log\mpinstall.log

l 次の場所をチェックします。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [コンテンツ パック]をクリックします。

[コンテンツパック定義 ]ペインに、OMi Management Pack for Hadoopが表示されている必要があり

ます。

OMiでは、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [コンテンツ パック]をクリックします。

[コンテンツパック定義 ]ペインに、OMi Management Pack for Hadoopが表示されている必要があり

ます。

l BSMサーバにインストールされているOMi MPをリストするには、以下のコマンドを実行します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/bin/ContentManager.sh –username <BSMusername> -password <BSMpwd> -l

Windowsの場合 :
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%TOPAZ_HOME%\bin\ContentManager.bat –username <BSMusername> -password <BSMpwd> -
l

注 : ContentManager.batまたは ContentManager.shコマンドで、コンテンツパックの名前とバー

ジョンがリスト表示されます。

注 :次の場所に、BSMGWS とBSMDPSの両方のOMiログファイルがあります。

Linuxの場合 : /opt/HP/BSM/log/EJBContainer/opr-configserver.log

Windowsの場合 : %TOPAZ_HOME%\log\EJBContainer\opr-configserver.log
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第3章 :作業の開始
この項では、Hadoop環境を監視するためのOMi MP for Hadoopのコンポーネントのデプロイについて手

順を追って説明します。Hadoopのイベント、状況、およびパフォーマンスの各パースペクティブへのアクセス

と表示方法についても説明します。

BSMコンソールでの作業の開始の詳細については、「BSMコンソールでの作業の開始」を参照してくだ

さい。

OMiコンソールでの作業の開始の詳細については、「OMiコンソールでの作業の開始」を参照してくださ

い。

BSMコンソールでの作業の開始
ここでは、OMi MP for Hadoopを使用して Hadoop環境を監視する手順を、順を追って説明します。

OMi MP for Hadoopバージョン 1.00から 1.10にアップグレードした場合は、次のタスクをスキップできます。

OMi MP for Hadoopバージョン 1.10をインストールした場合は、次のタスクを実行する必要があります。

タスク1: BSMコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、BSMコンソールにプロキシノードを追加してください。

1. [オペレーション管理の管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をクリッ

クしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規作

成 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]を
指定し、[OK]をクリックします。

新しく作成されたノードは、ランタイムサービスモデル (RTSM)の構成アイテム (CI)インスタンスにな

ります。

注 : HP Operations Agentが稼働するプロキシノードは、OMiサーバに対して有効にしてから、

証明書を付与する必要があります。

タスク2: Hadoop検出アスペクトのデプロイ

環境内のHadoop CIを検出するには、次の手順に従って CIにHadoop検出アスペクトをデプロイする

必要があります。
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1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [アスペクト ]

3. [アスペクト ] フォルダでデプロイするHadoop 検出アスペクトをクリックし、 をクリックします。 [割り当

てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで [CI]をクリックして [次へ]をクリックし、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]タブに進みます。

6. [すべてのパラメータ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。

7. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有

効化できます。

8. [完了 ]をクリックします。

注 : Hadoopサービス検出アスペクトをデプロイした後、「割り当ておよびデプロイメント ジョブを作成

しました」 で始まるメッセージが表示されます。[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [監視 ] > [デプロイメン

ト ジョブ]を選択し、デプロイメント ジョブのステータスを確認します。

タスク3:検出の確認

Hadoopサービス検出アスペクトをデプロイした後、トップビューにCIが表示されていることを確認する必

要があります。

トップビューのCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. BSMコンソールで [MyBSM]をクリックします。

2. ドロップダウンリストから [トップビュー]を選択します。 [トップビュー]ページが表示されます。

3. [トップビュー]ページで、Hadoop_Topologyビューを選択します。トップビューにCIが表示されてい

ます。

タスク4:管理テンプレートまたはアスペクトのデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、Hadoop管理

テンプレートをCIにデプロイできます。詳細については、「タスク 4a:基本 Hadoop管理テンプレートのデプ

ロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serversライセンスを使用している場合、Hadoopアスペクトをデプロイでき

ます。詳細については、「タスク 4b: Hadoopアスペクトのデプロイ」を参照してください。
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注 :基本 Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトをデプロイする前に、Hadoop検出アス

ペクトを使用してすべての管理対象ノードで Hadoop CIを検出する必要があります。

タスク4a:基本 Hadoop管理テンプレートのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Hadoopサービス検出アスペ

クトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: Hadoop検出アスペクトのデプロイ 」を参照してく

ださい。

Hadoop管理テンプレートをデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [管理テンプレート ]

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ] フォルダでデプロイする管理テンプレートをクリックし、 をクリック

します。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]タブに進みます。

6. [すべてのパラメータ]タブで [アプリケーションインスタンス (NameNode | ResourceManager |
JobTracker| Secondary NameNode)]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメー

タの編集 :アプリケーションインスタンス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopマスタの従属パラメー

タを変更するには、次の手順を実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_MasterService_
Availabilityの重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

7. [すべてのパラメータ]タブで [アプリケーションインスタンス (DataNode | NodeManager | TaskTracker)]
パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメータの編集 :アプリケーションインスタン

ス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopスレーブの従属パラメータを変更するには、次の手順を

実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_SlaveService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。
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8. [すべてのパラメータ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。

9. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効

化できます。

10. [完了 ]をクリックします。

タスク4b: Hadoopアスペクトのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Hadoopサービス検出アスペ

クトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 2: Hadoop検出アスペクトのデプロイ 」を参照してく

ださい。 .

各 HadoopアスペクトをCIにデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [アスペクト ]

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ] フォルダでデプロイするアスペクトをクリックし、 をクリックします。

[割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]タブに進みます。

6. [すべてのパラメータ]タブで [アプリケーションインスタンス (NameNode | ResourceManager |
JobTracker| Secondary NameNode)]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメー

タの編集 :アプリケーションインスタンス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopマスタの従属パラメー

タを変更するには、次の手順を実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_MasterService_
Availabilityの重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

7. [すべてのパラメータ]タブで [アプリケーションインスタンス (DataNode | NodeManager | TaskTracker)]
パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメータの編集 :アプリケーションインスタン

ス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopスレーブの従属パラメータを変更するには、次の手順を

実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_SlaveService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。
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b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

8. [すべてのパラメータ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。

9. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効

化できます。

10. [完了 ]をクリックします。

OMiコンソールでの作業の開始
ここでは、OMi MP for Hadoopを使用して Hadoop環境を監視する手順を、順を追って説明します。

タスク1: OMiコンソールへのノードの追加

監視を始める前に、OMiコンソールにCIを追加する必要があります。

1. OMiコンソールから [モニタ対象ノード ]ペインを開きます。

[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をク

リックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規

作成 ]ダイアログボックスが表示されます。

3. ノードの [プライマリDNS名 ]、 [IPアドレス]、 [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]を
指定し、[OK]をクリックします。

新しく作成されたノードは、ランタイムサービスモデル (RTSM)の構成アイテム (CI)インスタンスにな

ります。

注 : HP Operations Agentが稼働するプロキシノードは、OMiサーバに対して有効にしてから、

証明書を付与する必要があります。

タスク2: Hadoop検出アスペクトのデプロイ

環境内のHadoop CIを検出するには、次の手順に従って CIにHadoop検出アスペクトをNameNode
サービスが動作しているNameNode CIにデプロイする必要があります。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]
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2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [アスペクト ]

3. [アスペクト ] フォルダでデプロイするHadoop 検出アスペクトをクリックし、 をクリックします。 [割り当

てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで [CI]をクリックして [次へ]をクリックし、[必要なパラメータ]に進みます。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。

6. [パラメータ サマリ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。

7. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

8. [完了 ]をクリックします。

注 : Hadoopサービス検出アスペクトをデプロイした後、「割り当ておよびデプロイメント ジョブを作成

しました」 で始まるメッセージが表示されます。デプロイメント ジョブのステータスを確認するには、[管
理 ] > [監視 ] > [デプロイメント ジョブ]を選択します。

タスク3:検出の確認

Hadoopサービス検出アスペクトをデプロイした後、 [360° View]にCIが表示されていることを確認する必

要があります。

[360° View]のCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. OMiコンソールで、[ワークスペース] > [マイ ワークスペース] > [ダッシュボード ] > [360° View]をクリック

します。

2. [360° View]ページで、Hadoop_Topologyビューを選択します。 [360° View]にCIが表示されてい

ます。

タスク4:管理テンプレートまたはアスペクトのデプロイ

Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、Hadoop管理

テンプレートまたはHadoopアスペクトをCIにデプロイできます。詳細については、「タスク 4a:基本

Hadoop管理テンプレートのデプロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serversライセンスを使用している場合、Hadoopアスペクトをデプロイでき

ます。詳細については、「タスク 4b: Hadoopアスペクトのデプロイ」を参照してください。

注 :基本 Hadoop管理テンプレートまたはHadoopアスペクトをデプロイする前に、Hadoop検出アス

ペクトを使用してすべての管理対象ノードで Hadoop CIを検出する必要があります。

インストールガイド

HP OMi Management Pack for Hadoop (1.10) 34 / 39ページ



タスク4a:基本 Hadoop管理テンプレートのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Hadoopサービス検出アスペ

クトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 4:管理テンプレートまたはアスペクトのデプロイ」を参

照してください。

基本 Hadoop管理テンプレートをデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [管理テンプレート ]

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ] フォルダでデプロイする基本 Hadoop管理テンプレートをクリック

し、 をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。

6. [パラメータ サマリ]タブで [アプリケーションインスタンス (NameNode | ResourceManager |
JobTracker| Secondary NameNode)]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメー

タの編集 :アプリケーションインスタンス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopマスタの従属パラメー

タを変更するには、次の手順を実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_MasterService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

7. [パラメータ サマリ]タブで [アプリケーションインスタンス (DataNode | NodeManager | TaskTracker)]パ
ラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメータの編集 :アプリケーションインスタンス]ダ
イアログボックスが開きます。Hadoopスレーブの従属パラメータを変更するには、次の手順を実行し

ます。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_SlaveService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

8. [パラメータ サマリ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。

9. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

インストールガイド

HP OMi Management Pack for Hadoop (1.10) 35 / 39ページ



す。

10. [完了 ]をクリックします。

タスク4b: Hadoopアスペクトのデプロイ

CIがSiteScopeやDDMなどの他のソースによって既に設定されていても、Hadoopサービス検出アスペ

クトのデプロイは必要です。詳細については、「タスク 4:管理テンプレートまたはアスペクトのデプロイ」を参

照してください。

Hadoopアスペクトをデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [BigData管理 ] > [Hadoop] > [アスペクト ]

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ] フォルダでデプロイするアスペクトをクリックし、 をクリックします。

[割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトを割り当てるCIをクリックし、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]タブに進みます。

6. [パラメータ サマリ]タブで [アプリケーションインスタンス (NameNode | ResourceManager |
JobTracker| Secondary NameNode)]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメー

タの編集 :アプリケーションインスタンス]ダイアログボックスが開きます。Hadoopマスタの従属パラメー

タを変更するには、次の手順を実行します。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_MasterService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

7. [パラメータ サマリ]タブで [アプリケーションインスタンス (DataNode | NodeManager | TaskTracker)]パ
ラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラメータの編集 :アプリケーションインスタンス]ダ
イアログボックスが開きます。Hadoopスレーブの従属パラメータを変更するには、次の手順を実行し

ます。

a. 従属パラメータを選択し、 をクリックします。たとえば、[Hadoop_SlaveService_Availability
の重要度 ]パラメータを選択できます。

b. [値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

c. [OK]をクリックします。

8. [パラメータ サマリ]タブで [次へ]をクリックし、[構成オプション]タブに進みます。
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9. (オプション) [構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

10. [完了 ]をクリックします。
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on インストールガイド (OMi Management Pack for Hadoop 1.10)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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